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解説

　点はからの水路の長さが左右対称で等

　しいので，同じ位相の波が干渉し強めあい，

　定常波の腹となる。波の速さは　

　間の水深が のときの波の速さを ，

　波長を とすると，波の速さは水深の平方根

　に比例するから，比例定数をとして

　　　　　，  

　　よって　
 



 


　……①

　　また，は変化しないから

　　より　
 


 



 




 


　……②

　　からまでの水路の長さをとし，の腹が

　だけ側にずれ に来たとする右図。

　　腹がからに移ったのだから，左側と右側から に達する時間が同じであれ

　ば，同位相の波が で強めあう。

　　 を進む時間は　
  





 

　　 を進む時間は　
 



　　　　　
  





 


 


　　ゆえに　



 

 



　　よって　
 





 

　　これと①を用いて　
 





 


 


　　ゆえに　
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　に進む波の速さを  ，波長を  とする。

　  から

　　　　　  





 
















　　に進む波の速さを  ，波長を  とする。

　  から

　　　　　  





 
















　　から，からの経路長は同じだから，とでの位相は同じである。

　　点までの波の数は　は　











　　　　　　　　　　　　は　











　　波の数がつずれると位相がずれるから，求める位相差は

　　　　　


 







  


 




 

　　　　　


  

　で求めた位相差がの奇数倍であれば，点で弱めあい節ができる。のと

　きは位相差がだから，が大きくなれば位相差も大きくなる。よって，が最小で

　節になるのは，位相差がの倍のときであるから

　　　　　


  
　　ゆえに　     

　　　　　ゆえに　  


 

　　　だから　　     

講評

　波の性質の問題．一見すると非常にややこしい感じがするが，問題文をじっくりと読め

ば，定常波が出来る条件の問題だと分かる．それに気付けば，あとは基本的な関係を使っ

ていけば解ける．解き方をきちんと押えておきたい問題．
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